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(57)【要約】
【課題】駆動周波数を大きくした動画表示を行う場合に
も十分に低消費電力化を図る。
【解決手段】垂直同期信号の周期をカウントして得られ
るカウント値に従って生成された極性反転信号を出力す
る信号生成回路と、極性反転信号に従って、画素に入力
するビデオ信号の極性を切り替えるソースドライバと、
を備え、極性反転信号は、ビデオ信号をｍ（ｍは２以上
）フレーム期間以上の期間において同じ極性の信号とす
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　垂直同期信号の周期をカウントして得られるカウント値に従って生成された極性反転信
号を出力する信号生成回路と、
　前記極性反転信号に従って、画素に入力するビデオ信号の極性を切り替える機能を有す
るソースドライバと、を備え、
　前記極性反転信号は、前記ビデオ信号をｍ（ｍは２以上）フレーム期間以上の期間にお
いて同じ極性の信号とすることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　垂直同期信号の周期をカウントして得られるカウント値に従って生成された極性反転信
号を出力する信号生成回路と、
　前記極性反転信号に従って、画素に入力するビデオ信号の極性を切り替える機能を有す
るソースドライバと、を備え、
　前記極性反転信号は、前記垂直同期信号の周期をｍ（ｍは２以上）周期以上カウントす
ることで、前記ビデオ信号をｍフレーム期間以上の期間において同じ極性の信号とするこ
とを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
請求項１または請求項２において、前記極性反転信号に従って１フレーム期間に供給され
る前記ビデオ信号の極性は、全ての画素で同じ極性であることを特徴とする液晶表示装置
。
【請求項４】
請求項１または請求項２において、前記極性反転信号に従って１フレーム期間に供給され
る前記ビデオ信号の極性は、同じソース線に接続された画素毎に、正の極性または負の極
性が供給されることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】
請求項１または請求項２において、前記極性反転信号に従って１フレーム期間に供給され
る前記ビデオ信号の極性は、マトリクス状に配置された画素で、正の極性が第１の領域、
負の極性が第２の領域となるよう供給されることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項６】
請求項１乃至請求項５のいずれか一において、前記ｍフレーム期間毎にビデオ信号の極性
が切り替わる期間において、前記ビデオ信号の電位をコモン電位としたブランク期間が設
けられることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項７】
垂直同期信号の周期をカウントして得られるカウント値に従って生成された極性反転信号
を出力する信号生成回路を備え、
前記極性反転信号は、ｍ（ｍは２以上）フレーム期間毎にＨレベルとＬレベルとが切り替
えられ、前記極性反転信号にしたがって、極性が切り替えられたビデオ信号を各画素に供
給することを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項８】
垂直同期信号の周期をｍ（ｍは２以上）周期以上カウントすることで得られるカウント値
に従って生成された極性反転信号を出力する信号生成回路を備え、
前記極性反転信号は、ｍフレーム期間毎にＨレベルとＬレベルとが切り替えられ、前記極
性反転信号にしたがって、極性が切り替えられたビデオ信号を各画素に供給することを特
徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項９】
請求項７または請求項８において、前記ｍフレーム期間毎に前記ビデオ信号の極性が切り
替わる期間において、前記ビデオ信号の電位をコモン電位としたブランク期間が設けられ
ることを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
本発明は、表示装置の駆動方法、及び表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
近年、低消費電力型の表示装置の開発が注目されている。
【０００３】
表示装置に消費電力を削減する上で、ビデオ信号の書き換え回数を削減することが重要で
ある。一例としては、ビデオ信号の書き換え回数を抑制するために、静止画表示において
、画面を一回走査しビデオ信号を書き込んだ後は、非走査期間として走査期間よりも長い
休止期間を設ける技術が報告されている（例えば、特許文献１及び非特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許第７３２１３５３号明細書
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】Ｋ．Ｔｓｕｄａら．ＩＤＷ’０２　Ｐｒｏｃ．，ｐｐ．２９５－２９８
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
上記特許文献１記載の駆動方法による低消費電力化では、画面全体に静止画を表示する場
合のみしか対応しておらず、動画を表示する場合には、画面全体を走査し画面データを書
き込む必要があり、さらなる低消費電力化の技術が求められている。
【０００７】
また近年、表示装置は、より高精細、高解像度、及びちらつきの少ない画像を表示するた
めに、画素数を増やし、且つ駆動周波数を６０Ｈｚ、１２０Ｈｚ、または２４０Ｈｚと大
きくする傾向にある。そのため、ゲート線駆動回路とソース線駆動回路には、高速での駆
動が要求されており、駆動周波数の高さに起因する消費電力の増加の問題に対しても低消
費電力化の技術が求められている。
【０００８】
一方で、表示装置では、表示素子の劣化に伴う焼き付きの影響を低減するために、ゲート
ライン反転駆動、ソースライン反転駆動、フレーム反転駆動、ドット反転駆動といった、
少なくとも１フレーム期間毎に反転駆動を行う構成が主流である。
【０００９】
しかしながら、１フレーム期間毎に異なる極性のビデオ信号を画素に書き込む反転駆動を
行うと、表示素子に印加する電圧がほとんど変わらなくてもビデオ信号の電位の変化量が
大きくなり、消費電力が大きくなるといったと問題がでてくる。この問題は、駆動周波数
の大きい駆動の場合に特に顕著になり、さらなる低消費電力化の技術が求められている。
【００１０】
そこで本発明は、駆動周波数を大きくした動画表示を行う場合にも十分に低消費電力化を
図ることのできる表示装置、及び表示装置の駆動方法を提供することを課題の一とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
本発明の一態様は、垂直同期信号の周期をカウントして得られるカウント値に従って生成
された極性反転信号を出力する信号生成回路と、極性反転信号に従って、画素に入力する
ビデオ信号の極性を切り替えるソースドライバと、を備え、極性反転信号は、ビデオ信号
をｍ（ｍは２以上）フレーム期間以上の期間において同じ極性の信号とする液晶表示装置
である。
【００１２】
本発明の一態様は、垂直同期信号の周期をカウントして得られるカウント値に従って生成
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された極性反転信号を出力する信号生成回路と、極性反転信号に従って、画素に入力する
ビデオ信号の極性を切り替えるソースドライバと、を備え、極性反転信号は、垂直同期信
号の周期をｍ（ｍは２以上）周期以上カウントすることで、ビデオ信号をｍフレーム期間
以上の期間において同じ極性の信号とする液晶表示装置である。
【００１３】
本発明の一態様において、極性反転信号に従って１フレーム期間に供給されるビデオ信号
の極性は、全ての画素で同じ極性である液晶表示装置が好ましい。
【００１４】
本発明の一態様において、極性反転信号に従って１フレーム期間に供給されるビデオ信号
の極性は、同じソース線に接続された画素毎に、正の極性または負の極性が供給される液
晶表示装置が好ましい。
【００１５】
本発明の一態様において、極性反転信号に従って１フレーム期間に供給されるビデオ信号
の極性は、マトリクス状に配置された画素で、正の極性が第１の領域、負の極性が第２の
領域となるよう供給される液晶表示装置が好ましい。
【００１６】
本発明の一態様のいずれか一において、ｍフレーム期間毎にビデオ信号の極性が切り替わ
る期間において、ビデオ信号の電位をコモン電位としたブランク期間が設けられる液晶表
示装置が好ましい。
【００１７】
本発明の一態様は、垂直同期信号の周期をカウントして得られるカウント値に従って生成
された極性反転信号を出力する信号生成回路を備え、極性反転信号は、ｍ（ｍは２以上）
フレーム期間毎にＨレベルとＬレベルとが切り替えられ、極性反転信号にしたがって、極
性が切り替えられたビデオ信号を各画素に供給する液晶表示装置の駆動方法である。
【００１８】
本発明の一態様は、垂直同期信号の周期をｍ（ｍは２以上）周期以上カウントすることで
得られるカウント値に従って生成された極性反転信号を出力する信号生成回路を備え、極
性反転信号は、ｍフレーム期間毎にＨレベルとＬレベルとが切り替えられ、極性反転信号
にしたがって、極性が切り替えられたビデオ信号を各画素に供給する液晶表示装置の駆動
方法である。
【００１９】
本発明の一態様において、ｍフレーム期間毎にビデオ信号の極性が切り替わる期間におい
て、ビデオ信号の電位をコモン電位としたブランク期間が設けられる液晶表示装置の駆動
方法が好ましい。
【発明の効果】
【００２０】
本発明の一態様によれば、ビデオ信号を各画素に書き込む際、反転駆動を行う頻度を低減
する構成とすることができる。そのため、反転駆動に伴うビデオ信号の電位の変化量を低
減することができ、低消費電力化を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】液晶表示装置を説明するためのブロック図及びタイミングチャート図。
【図２】液晶表示装置を説明するためのタイミングチャート図。
【図３】液晶表示装置を説明するためのブロック図及び模式図。
【図４】液晶表示装置を説明するための模式図。
【図５】液晶表示装置を説明するためのタイミングチャート図。
【図６】液晶表示装置を説明するためのタイミングチャート図。
【図７】液晶表示装置を説明するための模式図。
【図８】液晶表示装置を説明するための模式図。
【図９】液晶表示装置を説明するための模式図。
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【図１０】液晶表示装置の上面図及び断面図。
【図１１】液晶素子を説明するための断面図。
【図１２】液晶素子を説明するための断面図。
【図１３】液晶素子を説明するための断面図。
【図１４】電子機器を示す図。
【図１５】電子機器を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
以下では、本発明の実施の形態について図面を用いて詳細に説明する。ただし、本発明は
以下の説明に限定されず、その形態および詳細を様々に変更し得ることは、当業者であれ
ば容易に理解される。また、本発明は以下に示す実施の形態の記載内容に限定して解釈さ
れるものではない。
【００２３】
なお、各実施の形態の図面等において示す各構成の、大きさ、層の厚さ、信号波形、又は
領域は、明瞭化のために誇張されて表記している場合がある。よって、必ずしもそのスケ
ールに限定されない。
【００２４】
なお本明細書にて用いる第１、第２、第３、乃至第Ｎ（Ｎは自然数）という序数詞は、構
成要素の混同を避けるために付したものであり、数的に限定するものではないことを付記
する。
【００２５】
（実施の形態１）
本実施の形態では、液晶表示装置及び液晶表示装置の駆動方法の一形態を図１乃至図９を
用いて説明する。
【００２６】
液晶表示装置の一形態を表すブロック図を図１（Ａ）に示す。図１（Ａ）の液晶表示装置
１００は、表示制御信号生成回路１０１、カウンター回路１０２、及び表示パネル１０３
を有する。
【００２７】
表示パネル１０３は、ゲート線駆動回路１０４、ソース線駆動回路１０５及び画素部１０
６を有する。ソース線駆動回路１０５は、デジタル／アナログ変換回路１０７を有する。
画素部１０６は、複数の画素１０８を有する。画素１０８は、ゲート線１０９に供給され
る走査信号により、ソース線１１０に供給されるビデオ信号の書き込みが制御される。
【００２８】
表示パネル１０３には、高電源電位ＶＤＤ及び低電源電位ＶＳＳによる電源電圧、コモン
電位Ｖｃｏｍ（共通電位ともいう）が供給される。
【００２９】
表示制御信号生成回路１０１は、外部より入力される同期信号をもとに、ゲート線駆動回
路１０４及びソース線駆動回路１０５を動作させるための信号を出力する回路である。
【００３０】
同期信号の一例としては、水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ．）、垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ．
）、基準クロック信号（ＣＬＫ）がある。
【００３１】
ゲート線駆動回路１０４を動作させるための信号としては、ゲート線側スタートパルスＧ
ＳＰ、ゲート線側クロック信号ＧＣＬＫ、等がある。なおゲート線側クロック信号ＧＣＬ
Ｋは、位相をシフトすることで複数のゲート線側クロック信号となったものを含む。
【００３２】
ソース線駆動回路１０５を動作させるための信号としては、ソース線側スタートパルスＳ
ＳＰ、ソース線側クロック信号ＳＣＬＫ、等がある。なおソース線側クロック信号ＳＣＬ
Ｋは、位相をシフトすることで複数のソース線側クロック信号となったものを含む。
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【００３３】
またソース線駆動回路１０５が有するデジタル／アナログ変換回路１０７は、外部より入
力されるデータ信号ｄａｔａ、及び表示制御信号生成回路１０１より入力される極性反転
信号ＰＯＬが供給される。デジタル／アナログ変換回路１０７は、データ信号ｄａｔａを
極性反転信号ＰＯＬに基づいて、アナログ値のビデオ信号に変換する。このデータ信号の
アナログ値へのビデオ信号の変換は、ラダー抵抗回路とスイッチを組み合わせた回路で行
えばよく、同時にγ補正等を行う構成とすればよい。
【００３４】
なおソース線駆動回路１０５が有するデジタル／アナログ変換回路１０７は、入力される
極性反転信号ＰＯＬに従って、画素に出力するビデオ信号の極性が切り替え可能な回路で
あればよく、他の回路とすることも可能である。例えば極性反転信号ＰＯＬに従って、画
素に出力するビデオ信号の極性を切り替える反転アンプを用いてもよい。
【００３５】
外部より入力されるデータ信号ｄａｔａは、デジタルデータである。データ信号ｄａｔａ
がアナログデータの場合は、デジタルデータに変換する。
【００３６】
極性反転信号ＰＯＬは、データ信号ｄａｔａをアナログ信号であるビデオ信号（Ｖｄａｔ
ａともいう）に変換する際、コモン電位に対して大きい電位（正の極性）または小さい電
位（負の極性）とするかを切り替える信号である。
【００３７】
ビデオ信号は、データ信号ｄａｔａに基づいた電位である。ビデオ信号は、ソース線を介
して液晶素子等の表示素子の一方の電極に印加される電位である。表示素子へのビデオ信
号の印加は、画素へのビデオ信号の書き込みともいう。ビデオ信号の電位とコモン電位と
の差の絶対値が同じであれば、表示装置に入力されるデータ信号ｄａｔａも同じ値となる
。なお、ビデオ信号は、ビデオ信号の電位がコモン電位よりも大きい場合、表示素子に正
の極性のビデオ信号が印加されるという。逆に、ビデオ信号の電位がコモン電位よりも小
さい場合、表示素子に負の極性のビデオ信号が印加されるという。
【００３８】
なお画素に書き込むビデオ信号は、書き込むビデオ信号の電位から、さらに補正した電位
に変更することで液晶素子の応答を速くすることができる。例えば、ビデオ信号の電位を
、より大きな電位のビデオ信号に補正しておくことで、液晶素子の応答時間を短くするこ
とができる。このような補正信号を加える駆動方法は、オーバードライブ駆動とも呼ばれ
る。
【００３９】
カウンター回路１０２は同期信号である垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ．）の周期をカウント
して得られるカウント値（Ｃｏｕｎｔ）を表示制御信号生成回路１０１に出力する回路で
ある。カウンター回路１０２は、垂直同期信号のカウント値をｍ周期カウントしてリセッ
トする。
【００４０】
表示制御信号生成回路１０１では、カウンター回路１０２でのカウント値のリセットに従
って、極性反転信号ＰＯＬの信号でのＨレベルまたはＬレベルの切り替えを行う構成とす
る。該構成とすることで、表示制御信号生成回路１０１は、出力する極性反転信号ＰＯＬ
の信号の反転をｍフレーム期間毎に行う構成とすることができる。
【００４１】
なおｍは２以上であればよく、その最大値は駆動周波数（フレーム周波数）とすればよい
。例えば駆動周波数が６０Ｈｚではｍの最大を６０とすればよいし、駆動周波数が１２０
Ｈｚまたは２４０Ｈｚであればｍの最大を１２０または２４０とすればよい。これに限ら
ず、用いる液晶材料の種類に応じて、ｍの取りうる範囲を大きくしてもよい。
【００４２】
図１（Ｂ）は、表示制御信号生成回路１０１、カウンター回路１０２、及び表示パネル１
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０３に入出力される信号のタイミングチャート図を模式的に示した図である。
【００４３】
図１（Ｂ）に示すタイミングチャート図では、垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ．）、データ信
号（ｄａｔａ）、カウント値（Ｃｏｕｎｔ）、極性反転信号ＰＯＬの波形の模式図を示し
ている。また、図１（Ｂ）に示すタイミングチャート図では、横軸を時間、縦軸を画素の
表示素子に印加するビデオ信号の電位を示している。
【００４４】
図１（Ｂ）に示すタイミングチャート図では、垂直同期信号のＨレベルの周期に同期して
、データ信号が１フレーム目乃至ｍ（ｍは２以上の自然数）フレーム目で連続して供給さ
れている。カウント値は、垂直同期信号のＨレベルの周期を”ｍ－１”からカウントダウ
ンしていき、カウント値が”０”となった時点でリセットする。極性反転信号ＰＯＬは、
カウント値のリセットに従って、信号の反転を行う。そして極性反転信号ＰＯＬをｍフレ
ーム期間毎に反転した信号とすることができる。
【００４５】
極性反転信号ＰＯＬの反転に従って、ビデオ信号は、コモン電位に対して正の極性または
負の極性に反転して、各画素に書き込まれる。図１（Ｂ）に示すように、本実施の形態の
構成では、ｍフレーム期間連続して、同じ極性の状態を保持して動作をさせることができ
る。
【００４６】
通常、表示素子に液晶素子を用いる表示装置では、ゲートライン反転駆動、ソースライン
反転駆動、フレーム反転駆動、ドット反転駆動といった、１フレーム期間毎に正負の極性
を交互に表示素子に与える反転駆動を行っている。しかしながら、表示素子に印加するビ
デオ信号の電位が大きい場合に反転駆動を行うと、表示素子に印加するビデオ信号の電位
とコモン電位との電位差が変わらなくてもビデオ信号の電位の変化量が大きくなり、消費
電力が大きくなる。消費電力の増大は、駆動周波数の大きい駆動の場合に特に顕著になる
。
【００４７】
一方で図１（Ｂ）に示す例では、ｍフレーム期間以上連続して、同じ極性のビデオ信号の
書き込みをすることができる。そのため、１フレーム期間毎に反転駆動を行っていた場合
に、反転駆動に伴うビデオ信号の電位の変化量が大きくなっていた問題を低減することが
でき、低消費電力化を図ることができる。
【００４８】
なお図１（Ｂ）に示したように本実施の形態で示す構成では、ｍフレーム期間毎に反転駆
動している。そのためｍフレーム目から（ｍ＋１）フレーム目、及び２ｍフレーム目から
（２ｍ＋１）フレーム目では、ビデオ信号の電位の変化が大きいといった問題が残る。
【００４９】
この場合、ｍフレーム目から（ｍ＋１）フレーム目、及び２ｍフレーム目から（２ｍ＋１
）フレーム目では、図２に示すように、ビデオ信号の電位をコモン電位Ｖｃｏｍと等電位
とするブランク期間（Ｔ＿ｂｌａｎｋ）を設ける構成が好適である。
【００５０】
図２に示すタイミングチャート図では、垂直同期信号のＨレベルの周期に同期して、デー
タ信号が１フレーム目乃至ｍ（ｍは２以上の自然数）フレーム目へと連続して供給され、
ｍフレーム期間毎にブランクデータ（ｂｌａｎｋ）を設けている。カウント値は、垂直同
期信号のＨレベルの周期を”ｍ”からカウントダウンしていき、カウント値が”０”とな
った時点でリセットする。極性反転信号ＰＯＬは、カウント値のリセットに従って、信号
の反転を行う。そして極性反転信号ＰＯＬをｍフレーム期間毎に反転した信号とすること
ができる。
【００５１】
図２に示すタイミングチャート図では、ｍフレーム期間以上連続して、同じ極性のビデオ
信号の印加により書き込みをするとともに、ｍフレーム期間毎にビデオ信号の書き込みが
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ないブランク期間を設けることができる。そのため、１フレーム期間毎に反転駆動を行っ
ていた場合に、反転駆動に伴うビデオ信号の電位の変化量が大きくなっていた問題を低減
することができ、低消費電力化を図ることができるとともに、ｍフレーム目から（ｍ＋１
）フレーム目、及び２ｍフレーム目から（２ｍ＋１）フレーム目での、ビデオ信号の電位
の変化を小さくし、低消費電力化を図ることができる。
【００５２】
次いで、図１（Ａ）で示した表示パネル１０３の構成について、具体的な構成例を示し、
本実施の形態の効果について詳述する。
【００５３】
図３（Ａ）は、図１（Ａ）で示した表示パネル１０３が有するゲート線駆動回路１０４、
ソース線駆動回路１０５及び画素部１０６の構成を具体的に示したものである。
【００５４】
ゲート線駆動回路１０４は、シフトレジスタ回路２０１を有する。ソース線駆動回路１０
５は、シフトレジスタ回路２０２、デジタル／アナログ変換回路１０７及びアナログスイ
ッチ２０３を有する。
【００５５】
図３（Ａ）で画素部１０６は、３行３列の画素１０８を有する構成を一例として示してい
る。画素１０８は、それぞれトランジスタ２０４、容量素子２０５、及び液晶素子２０６
を有する。トランジスタは、ゲートがゲート線１０９に接続され、ソースまたはドレイン
の一方がソース線１１０に接続されている。
【００５６】
図３（Ａ）において、ゲート線駆動回路１０４が有するシフトレジスタ回路２０１は、ゲ
ート線側スタートパルスＧＳＰ、ゲート線側クロック信号ＧＣＬＫが入力される。シフト
レジスタ回路２０１は、１～３行目にあるゲート線１０９に対して選択信号Ｇｏｕｔ１～
Ｇｏｕｔ３として順番にＨレベルの信号を出力し、トランジスタ２０４の導通状態を制御
することができる。
【００５７】
図３（Ａ）において、ソース線駆動回路１０５が有するデジタル／アナログ変換回路１０
７は、データ信号ｄａｔａ、及び極性反転信号ＰＯＬに応じて生成されるビデオ信号Ｖｄ
ａｔａを出力する。ビデオ信号Ｖｄａｔａは、アナログスイッチ２０３が導通状態となる
ことで、ソース線１１０を介して画素１０８の容量素子２０５及び液晶素子２０６に書き
込まれる。
【００５８】
図３（Ａ）において、ソース線駆動回路１０５が有するシフトレジスタ回路２０２は、ソ
ース線側スタートパルスＳＳＰ、ソース線側クロック信号ＳＣＬＫが入力される。シフト
レジスタ回路２０２は、１～３列目にあるアナログスイッチ２０３に対して選択信号Ｓｏ
ｕｔ１～Ｓｏｕｔ３として順番にＨレベルの信号を出力し、アナログスイッチ２０３の導
通状態を制御することができる。
【００５９】
次いで図３（Ｂ）では、図３（Ａ）で示した３行３列の画素を有する画素部の模式図を示
す。
【００６０】
図３（Ｂ）では、１行１列目の画素２１１、２行１列目の画素２２１及び３行１列目の画
素２３１に入力するデータ信号として”ＶＡ”を入力する例を示している。また図３（Ｂ
）では、１行２列目の画素２１２、２行２列目の画素２２２及び３行２列目の画素２３２
に入力するデータ信号として”ＶＢ”を入力する例を示している。また図３（Ｂ）では、
１行３列目の画素２１３、２行３列目の画素２２３及び３行３列目の画素２３３に入力す
るデータ信号として”ＶＣ”を入力する例を示している。
【００６１】
また図３（Ｂ）で示したデータ信号”ＶＡ”、”ＶＢ”及び”ＶＣ”を、ビデオ信号の電
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位とコモン電位との電位差の大きさとすると、｜ＶＡ｜、｜ＶＢ｜、｜ＶＣ｜と表すこと
ができる。また説明のため、｜ＶＡ｜、｜ＶＢ｜、｜ＶＣ｜の大小関係を一例として表す
と、｜ＶＣ｜＜｜ＶＢ｜＜｜ＶＡ｜となる。極性反転信号ＰＯＬがＨレベル（ＰＯＬ＿Ｈ
）の場合、図３（Ｃ）に示すようにビデオ信号の電位は、”ＶＡ”、”ＶＢ”及び”ＶＣ

”として表記でき、正の極性のビデオ信号を書き込むとして説明をすることができる。ま
た、極性反転信号ＰＯＬがＬレベル（ＰＯＬ＿Ｌ）の場合、図３（Ｃ）に示すようにビデ
オ信号の電位は、”－ＶＡ”、”－ＶＢ”及び”－ＶＣ”として表記でき、負の極性のビ
デオ信号を書き込むとして説明をすることができる。なお図３（Ｃ）に示すように、”Ｖ

Ａ”、”ＶＢ”及び”ＶＣ”と、”－ＶＡ”、”－ＶＢ”及び”－ＶＣ”とのビデオ信号
の電位とコモン電位との電位差の大きさは、同じ大きさである。
【００６２】
次いで図３（Ｂ）に示した画素部の模式図及び図３（Ｃ）に示したデータ信号に基づく正
または負の極性によるビデオ信号を使った模式図をもとにして、複数のフレーム期間にわ
たる本発明の駆動方法の具体的な動作の一例について説明する。
【００６３】
図４に示す図は、１フレーム目、２フレーム目、ｍフレーム目、（ｍ＋１）フレーム目、
２ｍフレーム目、（２ｍ＋１）フレーム目に、３行３列の画素部に入力されるデータ信号
の模式図である。
【００６４】
図４において、１フレーム目に画素部に入力されるデータ信号は、図３（Ｂ）での画素２
１１、画素２２１及び画素２３１に”ＶＡ”を一例として示している。また図４において
、１フレーム目に画素部に入力されるデータ信号は、図３（Ｂ）での画素２１２、画素２
２２及び画素２３２に”ＶＢ”を一例として示している。また図４において、１フレーム
目に画素部に入力されるデータ信号は、図３（Ｂ）での画素２１３、画素２２３及び画素
２３３に”ＶＣ”を一例として示している。
【００６５】
図４において、２フレーム目に画素部に入力されるデータ信号は、図３（Ｂ）での画素２
１１、画素２２１及び画素２３１に”ＶＢ”を一例として示している。また図４において
、２フレーム目に画素部に入力されるデータ信号は、図３（Ｂ）での画素２１２、画素２
２２及び画素２３２に”ＶＣ”を一例として示している。また図４において、２フレーム
目に画素部に入力されるデータ信号は、図３（Ｂ）での画素２１３、画素２２３及び画素
２３３に”ＶＡ”を一例として示している。
【００６６】
図４において、ｍフレーム目に画素部に入力されるデータ信号は、図３（Ｂ）での画素２
１１、画素２２１及び画素２３１に”ＶＣ”を一例として示している。また図４において
、ｍフレーム目に画素部に入力されるデータ信号は、図３（Ｂ）での画素２１２、画素２
２２及び画素２３２に”ＶＡ”を一例として示している。また図４において、ｍフレーム
目に画素部に入力されるデータ信号は、図３（Ｂ）での画素２１３、画素２２３及び画素
２３３に”ＶＢ”を一例として示している。
【００６７】
図４において、（ｍ＋１）フレーム目に画素部に入力されるデータ信号は、図３（Ｂ）で
の画素２１１、画素２２１及び画素２３１に”ＶＢ”を一例として示している。また図４
において、（ｍ＋１）フレーム目に画素部に入力されるデータ信号は、図３（Ｂ）での画
素２１２、画素２２２及び画素２３２に”ＶＣ”を一例として示している。また図４にお
いて、（ｍ＋１）フレーム目に画素部に入力されるデータ信号は、図３（Ｂ）での画素２
１３、画素２２３及び画素２３３に”ＶＡ”を一例として示している。
【００６８】
図４において、２ｍフレーム目に画素部に入力されるデータ信号は、図３（Ｂ）での画素
２１１、画素２２１及び画素２３１に”ＶＡ”を一例として示している。また図４におい
て、２ｍフレーム目に画素部に入力されるデータ信号は、図３（Ｂ）での画素２１２、画
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素２２２及び画素２３２に”ＶＢ”を一例として示している。また図４において、２ｍフ
レーム目に画素部に入力されるデータ信号は、図３（Ｂ）での画素２１３、画素２２３及
び画素２３３に”ＶＣ”を一例として示している。
【００６９】
図４において、（２ｍ＋１）フレーム目に画素部に入力されるデータ信号は、図３（Ｂ）
での画素２１１、画素２２１及び画素２３１に”ＶＣ”を一例として示している。また図
４において、（２ｍ＋１）フレーム目に画素部に入力されるデータ信号は、図３（Ｂ）で
の画素２１２、画素２２２及び画素２３２に”ＶＡ”を一例として示している。また図４
において、（２ｍ＋１）フレーム目に画素部に入力されるデータ信号は、図３（Ｂ）での
画素２１３、画素２２３及び画素２３３に”ＶＢ”を一例として示している。
【００７０】
図５は、図４で示した画素部へのデータ信号の入力をもとにしたタイミングチャート図で
ある。図５に示すタイミングチャート図では、１フレーム目、２フレーム目、ｍフレーム
目、（ｍ＋１）フレーム目、２ｍフレーム目、（２ｍ＋１）フレーム目における、選択信
号Ｇｏｕｔ１～Ｇｏｕｔ３、選択信号Ｓｏｕｔ１～Ｓｏｕｔ３、データ信号ｄａｔａ、極
性反転信号ＰＯＬ、及びビデオ信号Ｖｄａｔａを示している。なお図５に示すタイミング
チャート図では、点順次駆動として説明を行うが、線順次駆動とする構成であってもよい
。
【００７１】
図５に示すタイミングチャート図では、図１（Ａ）で説明したように、極性反転信号ＰＯ
Ｌの信号の反転をｍフレーム期間毎に行う構成とすることができる。そのため、本実施の
形態におけるビデオ信号Ｖｄａｔａは、ｍフレーム期間連続して、同じ極性のビデオ信号
として動作させることができる。そのため、１フレーム期間毎に反転駆動を行っていた場
合に、反転駆動に伴うビデオ信号の電位の変化量が大きくなっていた問題を低減すること
ができ、低消費電力化を図ることができる。
【００７２】
図６では、図５との比較のため、１フレーム期間毎に極性反転信号ＰＯＬを反転させて、
フレーム反転駆動とした場合のタイミングチャート図である。なお図６での各フレーム期
間において入力されるデータ信号ｄａｔａは図５で示したタイミングチャート図と同様で
ある。
【００７３】
次いで図７では、図５及び図６で示したタイミングチャート図において、画素部における
１行目のビデオ信号の電位の変化について抜き出して説明する。
【００７４】
図７（Ａ）に示す図は、図５における期間Ｔ１及びＴ２でのビデオ信号の電位の変化につ
いて抜き出して示した模式図である。また図７（Ｂ）に示す図は、図６における期間Ｔ１
Ｒ及びＴ２Ｒでのビデオ信号の電位の変化について抜き出して示した模式図である。
【００７５】
図７（Ａ）に示す期間Ｔ１は、１フレーム目の１行目の各列におけるビデオ信号の電位を
表すものである。また図７（Ａ）に示す期間Ｔ２は、２フレーム目の１行目の各列におけ
るビデオ信号の電位を表すものである。また図７（Ｂ）に示す期間Ｔ１Ｒは、１フレーム
目の１行目の各列におけるビデオ信号の電位を表すものである。また図７（Ｂ）に示す期
間Ｔ２Ｒは、２フレーム目の１行目の各列におけるビデオ信号の電位を表すものである。
なお図７（Ａ）及び図７（Ｂ）では、期間Ｔ１と期間Ｔ２と、期間Ｔ１Ｒと期間Ｔ２Ｒと
の、同じ列でのビデオ信号の電位に着目し、両者の変化について矢印で指し示している。
【００７６】
図７（Ａ）における、１行の各列の１フレーム目と２フレーム目との間におけるビデオ信
号の電位差を列挙すると、１列目では｜ＶＡ－ＶＢ｜であり、２列目では｜ＶＢ－ＶＣ｜
であり、３列目では｜ＶＣ－ＶＡ｜である。また、図７（Ｂ）における、１行の各列の１
フレーム目と２フレーム目との間におけるビデオ信号の電位差を列挙すると、１列目では
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｜ＶＡ＋ＶＢ｜であり、２列目では｜ＶＢ＋ＶＣ｜であり、３列目では｜ＶＣ＋ＶＡ｜で
ある。
【００７７】
図７（Ａ）と図７（Ｂ）とで、同じ列でのビデオ信号の電位差に着目すると、電位の変化
が大きいのは、図７（Ｂ）に示した１フレーム期間毎に極性反転信号ＰＯＬを反転させて
、フレーム反転駆動とした場合である。一方で図７（Ａ）に示した極性反転信号ＰＯＬの
信号の反転をｍフレーム期間毎に行う構成とした場合は、同じ列でのビデオ信号の電位の
変化が小さい。従って図７（Ａ）の場合、画素に書き込むビデオ信号の電位の充放電に要
する消費電力を小さくすることができる。
【００７８】
従って、本実施の形態における表示装置においては、低消費電力化を図ることができる。
【００７９】
また図１乃至図５では、フレーム反転駆動を行う構成を例に挙げて説明したが、他の構成
としてもよい。具体的に別の構成について、図３（Ｂ）に示した画素部の模式図及び図３
（Ｃ）に示したデータ信号に基づく正または負の極性によるビデオ信号を使った模式図を
用いて説明する。
【００８０】
なお図１乃至図５で説明したフレーム反転駆動を正の極性のビデオ信号を供給する画素を
”＋”表示、負の極性のビデオ信号を供給する画素を”－”表示として模式的に表すと図
８（Ａ）のように表すことができる。図８（Ａ）に示すフレーム反転駆動では、ソース線
駆動回路に供給されるｍフレーム期間毎の極性反転信号ＰＯＬの反転にしたがって全画素
のビデオ信号の極性を同じにして反転する構成とするものである。
【００８１】
また別の構成として、図８（Ｂ）では、ソース線駆動回路に供給されるｍフレーム期間毎
の極性反転信号ＰＯＬの反転にしたがって１列毎に正または負の極性のビデオ信号となる
ように反転駆動を行う構成としてもよい。言い換えれば、同じソース線に接続された画素
毎に正または負の極性のビデオ信号となるようにｍフレーム期間毎の反転駆動を行う構成
としてもよい。
【００８２】
また別の構成として、図８（Ｃ）では、ソース線駆動回路に供給されるｍフレーム期間毎
の極性反転信号ＰＯＬの反転にしたがって適宜画素部を列毎に区切って、正の極性と負の
極性との組み合わせのビデオ信号となるように反転駆動を行う構成としてもよい。言い換
えれば、マトリクス状に配置された画素において、正の極性が第１の領域、負の極性が第
２の領域となるよう供給されるビデオ信号としてｍフレーム期間毎の反転駆動を行う構成
としてもよい。なお、ここでいう第１の領域及び第２の領域は、画素部の任意の列の領域
である。
【００８３】
図８（Ａ）乃至（Ｃ）に示す構成では、ｍフレーム期間で各画素の供給するビデオ信号の
極性が同じ極性となるとともに、画素にビデオ信号を書き込むためのソース線での電位の
変動を小さくすることができる。そのため画素での電位の変動とソース線での電位の変動
を小さくすることができ、低消費電力化の効果を大きいものとすることができる。
【００８４】
また別の構成として、図９（Ａ）では、ソース線駆動回路に供給されるｍフレーム期間毎
の極性反転信号ＰＯＬの反転にしたがって１行毎に正または負の極性のビデオ信号となる
ように反転駆動を行う構成としてもよい。言い換えれば、同じゲート線に接続された画素
毎に正または負の極性のビデオ信号となるようにｍフレーム期間毎の反転駆動を行う構成
としてもよい。
【００８５】
また別の構成として、図９（Ｂ）では、ソース線駆動回路に供給されるｍフレーム期間毎
の極性反転信号ＰＯＬの反転にしたがって縦横方向で隣接する画素において、正の極性と
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負の極性との組み合わせのビデオ信号となるように反転駆動を行う構成としてもよい。言
い換えれば、マトリクス状に配置された画素において、正の極性と負の極性とが縦横方向
で隣接するように供給されるビデオ信号としてｍフレーム期間毎の反転駆動を行う構成と
してもよい。
【００８６】
以上図８及び図９で説明したビデオ信号の正負の極性を混在させる駆動を行うことで、液
晶表示装置を視認する際のちらつき等を抑制して、表示品位の向上を図ることができる。
【００８７】
以上説明した本実施の形態の構成によれば、ｍフレーム期間で同じ極性によるビデオ信号
の書き込みを行う構成とすることができる。そのため、低消費電力化を図ることができる
。
【００８８】
（実施の形態２）
本実施の形態では、表示装置の外観及び断面等を示し、その構成について説明する。本実
施の形態では、表示素子として液晶素子を用いた例をあげて説明する。
【００８９】
なお液晶表示装置とは、コネクター、例えばＦＰＣ（Ｆｌｅｘｉｂｌｅ　ｐｒｉｎｔｅｄ
　ｃｉｒｃｕｉｔ）もしくはＴＡＢ（Ｔａｐｅ　Ａｕｔｏｍａｔｅｄ　Ｂｏｎｄｉｎｇ）
テープもしくはＴＣＰ（Ｔａｐｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｐａｃｋａｇｅ）が取り付けられた
モジュール、ＴＣＰの先にプリント配線板が設けられたモジュール、または表示素子にＣ
ＯＧ（Ｃｈｉｐ　Ｏｎ　Ｇｌａｓｓ）方式によりＩＣ（集積回路）が直接実装されたモジ
ュールも全て液晶表示装置に含むものとする。
【００９０】
液晶表示装置の外観及び断面について、図１０（Ａ１）（Ａ２）（Ｂ）を用いて説明する
。図１０（Ａ１）（Ａ２）は、トランジスタ４０１０、４０１１、及び液晶素子４０１３
を、第１の基板４００１と第２の基板４００６との間にシール材４００５によって封止し
た、パネルの平面図であり、図１０（Ｂ）は、図１０（Ａ１）（Ａ２）のＭ－Ｎにおける
断面図に相当する。
【００９１】
第１の基板４００１上に設けられた画素部４００２と、ゲート線駆動回路４００４とを囲
むようにして、シール材４００５が設けられている。また画素部４００２と、ゲート線駆
動回路４００４の上に第２の基板４００６が設けられている。よって画素部４００２と、
ゲート線駆動回路４００４とは、第１の基板４００１とシール材４００５と第２の基板４
００６とによって、液晶層４００８と共に封止されている。また第１の基板４００１上の
シール材４００５によって囲まれている領域とは異なる領域に、別途用意された基板上に
単結晶半導体膜又は多結晶半導体膜で形成されたソース線駆動回路４００３が実装されて
いる。
【００９２】
なお、別途形成した駆動回路の接続方式は、特に限定されるものではなく、ＣＯＧ方式、
ワイヤボンディング方式、或いはＴＡＢ方式などを用いることができる。図１０（Ａ１）
は、ＣＯＧ方式によりソース線駆動回路４００３を実装する例であり、図１０（Ａ２）は
、ＴＡＢ方式によりソース線駆動回路４００３を実装する例である。
【００９３】
また第１の基板４００１上に設けられた画素部４００２と、ゲート線駆動回路４００４は
、トランジスタを複数有しており、図１０（Ｂ）では、画素部４００２に含まれるトラン
ジスタ４０１０と、ゲート線駆動回路４００４に含まれるトランジスタ４０１１とを例示
している。トランジスタ４０１０、４０１１上には絶縁層４０２０、４０２１が設けられ
ている。
【００９４】
トランジスタ４０１０、４０１１は、非晶質、微結晶、多結晶または単結晶である、シリ
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コン又はゲルマニウムなどの薄膜の半導体を半導体層に適用することができる。或いは、
トランジスタ４０１０、４０１１は、酸化物半導体を半導体層に適用することができる。
本実施の形態において、トランジスタ４０１０、４０１１はｎチャネル型トランジスタで
ある。酸化物半導体を半導体層に適用することで、オフ電流の極めて低いトランジスタを
画素のスイッチング素子に用いることができる。この場合、一度画素に書き込んだビデオ
信号の電位の変動が小さいため、表示品位の向上を図ることができる。
【００９５】
また、液晶素子４０１３が有する画素電極層４０３０は、トランジスタ４０１０と接続さ
れている。そして液晶素子４０１３の対向電極層４０３１は第２の基板４００６上に形成
されている。画素電極層４０３０と対向電極層４０３１と液晶層４００８とが重なってい
る部分が、液晶素子４０１３に相当する。なお、画素電極層４０３０、対向電極層４０３
１はそれぞれ配向膜として機能する絶縁層４０３２、４０３３が設けられ、絶縁層４０３
２、４０３３を介して液晶層４００８を挟持している。
【００９６】
なお、第１の基板４００１、第２の基板４００６としては、透光性基板を用いることがで
き、ガラス、セラミックス、プラスチックを用いることができる。プラスチックとしては
、ＦＲＰ（Ｆｉｂｅｒｇｌａｓｓ－Ｒｅｉｎｆｏｒｃｅｄ　Ｐｌａｓｔｉｃｓ）板、ＰＶ
Ｆ（ポリビニルフルオライド）フィルム、ポリエステルフィルムまたはアクリル樹脂フィ
ルムを用いることができる。
【００９７】
また構造体４０３５は絶縁膜を選択的にエッチングすることで得られる柱状のスペーサで
あり、画素電極層４０３０と対向電極層４０３１との間の距離（セルギャップ）を制御す
るために設けられている。なお球状のスペーサを用いていても良い。また、対向電極層４
０３１は、トランジスタ４０１０と同一基板上に設けられるコモン電位線と接続される。
コモンコンタクト部を用いて、一対の基板間に配置される導電性粒子を介して対向電極層
４０３１とコモン電位線とを接続することができる。なお、導電性粒子はシール材４００
５に含有させることができる。
【００９８】
なお液晶素子の電極の構造は、液晶素子の表示モードによって、適宜変更可能である。
【００９９】
また、液晶表示装置では、基板の外側（視認側）に偏光板を設け、内側に着色層、表示素
子に用いる電極層という順に設ける例を示すが、偏光板は基板の内側に設けてもよい。ま
た、偏光板と着色層の積層構造も本実施の形態に限定されず、偏光板及び着色層の材料や
作製工程条件によって適宜設定すればよい。また、表示部以外にブラックマトリクスとし
て機能する遮光膜を設けてもよい。
【０１００】
トランジスタ４０１０及びトランジスタ４０１１は、半導体層の他、ゲート絶縁層、ゲー
ト電極層、及び配線層（ソース配線層や容量配線層など）で構成される。
【０１０１】
また、トランジスタ４０１０及びトランジスタ４０１１上には、絶縁層４０２０が形成さ
れている。絶縁層４０２０は、一例としてＲＦスパッタ法により窒化珪素膜を形成する。
【０１０２】
また、平坦化絶縁膜として絶縁層４０２１を形成する。絶縁層４０２１としては、ポリイ
ミド、アクリル、ベンゾシクロブテン系樹脂、ポリアミド、エポキシ等の、耐熱性を有す
る有機材料を用いることができる。また上記有機材料の他に、低誘電率材料（ｌｏｗ－ｋ
材料）、シロキサン系樹脂、ＰＳＧ（リンガラス）、ＢＰＳＧ（リンボロンガラス）等を
用いることができる。なお、これらの材料で形成される絶縁膜を複数積層させることで、
絶縁層４０２１を形成してもよい。
【０１０３】
画素電極層４０３０、対向電極層４０３１は、酸化タングステンを含むインジウム酸化物



(14) JP 2014-32396 A 2014.2.20

10

20

30

40

50

、酸化タングステンを含むインジウム亜鉛酸化物、酸化チタンを含むインジウム酸化物、
酸化チタンを含むインジウム錫酸化物、酸化インジウムスズ、インジウム亜鉛酸化物、酸
化ケイ素を添加したインジウム錫酸化物などの透光性の導電性材料を用いることができる
。
【０１０４】
また別途形成されたソース線駆動回路４００３と、ゲート線駆動回路４００４または画素
部４００２に与えられる各種信号及び電位は、ＦＰＣ４０１８から供給されている。
【０１０５】
接続端子電極４０１５が、液晶素子４０１３が有する画素電極層４０３０と同じ導電膜か
ら形成され、端子電極４０１６は、トランジスタ４０１０、４０１１のソース電極層及び
ドレイン電極層と同じ導電膜で形成されている。
【０１０６】
接続端子電極４０１５は、ＦＰＣ４０１８が有する端子と、異方性導電膜４０１９を介し
て電気的に接続されている。
【０１０７】
また図１０においては、ソース線駆動回路４００３を別途形成し、第１の基板４００１に
実装している例を示しているがこの構成に限定されない。ゲート線駆動回路を別途形成し
て実装しても良いし、ソース線駆動回路の一部またはゲート線駆動回路の一部のみを別途
形成して実装しても良い。
【０１０８】
本実施の形態は、他の実施の形態に記載した構成と適宜組み合わせて実施することが可能
である。
【０１０９】
（実施の形態３）
本実施の形態においては、実施の形態２で説明した液晶素子の表示モードについて説明す
る。なお実施の形態２では、ＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）モードの断面とな
る液晶素子の一例を示したが、他の表示モードとすることもできる。以下では、各表示モ
ードにおける液晶を動作させる電極及び基板について模式図を示して説明を行う。
【０１１０】
図１１は、ＴＮモードの断面となる液晶素子の模式図を示す。
【０１１１】
互いに対向するように配置された第１の基板５８０１及び第２の基板５８０２に、液晶層
５８００が挟持されている。第１の基板５８０１には、第１の電極５８０５が形成されて
いる。第２の基板５８０２には、第２の電極５８０６が形成されている。
【０１１２】
図１２（Ａ）は、ＶＡ（Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）モードの断面の模式図
を示す。ＶＡモードは、無電界の時に液晶分子が基板に垂直となるように配向されている
モードである。
【０１１３】
互いに対向するように配置された第１の基板５８１１及び第２の基板５８１２に、液晶層
５８１０が挟持されている。第１の基板５８１１には、第１の電極５８１５が形成されて
いる。第２の基板５８１２には、第２の電極５８１６が形成されている。
【０１１４】
図１２（Ｂ）は、ＭＶＡ（Ｍｕｌｔｉ－ｄｏｍａｉｎ　Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ａｌｉｇｎｍ
ｅｎｔ）モードの断面の模式図を示す。ＭＶＡモードは、突起物を設けることで、液晶分
子の配向制御が複数方向となるようにして視野角依存性を補償する方法である。
【０１１５】
互いに対向するように配置された第１の基板５８２１及び第２の基板５８２２に、液晶層
５８２０が挟持されている。第１の基板５８２１には、第１の電極５８２５が形成されて
いる。第２の基板５８２２には、第２の電極５８２６が形成されている。第１の電極５８
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２５上には、配向制御用に第１の突起物５８２７が形成されている。第２の電極５８２６
上には、配向制御用に第２の突起物５８２８が形成されている。
【０１１６】
図１３（Ａ）は、ＩＰＳ（Ｉｎ－Ｐｌａｎｅ－Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）モードの断面の模式
図を示す。ＩＰＳモードは、液晶分子を基板に対して常に平面内で回転させるモードであ
り、画面を見る角度による液晶層の屈折率の違いが小さいため、視野角依存が少ない。Ｉ
ＰＳモードは、電極を一方の基板側のみに設けた横電界方式をとる。
【０１１７】
互いに対向するように配置された第１の基板５８５１及び第２の基板５８５２に、液晶層
５８５０が挟持されている。第２の基板５８５２には、第１の電極５８５５及び第２の電
極５８５６が形成されている。
【０１１８】
また、ＩＰＳモードの電極構造では、配向膜を用いないブルー相を示す液晶を用いてもよ
い。
【０１１９】
図１３（Ｂ）は、ＦＦＳ（Ｆｒｉｎｇｅ　Ｆｉｅｌｄ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）モードの断
面の模式図を示す。ＦＦＳモードは、液晶分子を基板に対して常に平面内で回転させるモ
ードであり、画面を見る角度による液晶層の屈折率の違いが小さいため、視野角依存が少
ない。ＦＦＳモードは、電極を一方の基板側のみに設けた横電界方式をとる。
【０１２０】
互いに対向するように配置された第１の基板５８６１及び第２の基板５８６２に、液晶層
５８６０が挟持されている。第２の基板５８６２には、第２の電極５８６６が形成されて
いる。第２の電極５８６６には、絶縁膜５８６７が形成されている。絶縁膜５８６７上に
は、第１の電極５８６５が形成されている。
【０１２１】
本実施の形態は、他の実施の形態に記載した構成と適宜組み合わせて実施することが可能
である。
【０１２２】
（実施の形態４）
本実施の形態においては、上記実施の形態で説明した液晶表示装置を具備する電子機器の
例について説明する。
【０１２３】
図１４（Ａ）は携帯型遊技機であり、筐体９６３０、表示部９６３１、スピーカ９６３３
、操作キー９６３５、接続端子９６３６、記録媒体読込部９６７２、等を有することがで
きる。図１４（Ａ）に示す携帯型遊技機は、記録媒体に記録されているプログラム又はデ
ータを読み出して表示部に表示する機能、他の携帯型遊技機と無線通信を行って情報を共
有する機能、等を有することができる。なお、図１４（Ａ）に示す携帯型遊技機が有する
機能はこれに限定されず、様々な機能を有することができる。
【０１２４】
図１４（Ｂ）はデジタルカメラであり、筐体９６３０、表示部９６３１、スピーカ９６３
３、操作キー９６３５、接続端子９６３６、シャッターボタン９６７６、受像部９６７７
、等を有することができる。図１４（Ｂ）に示すテレビ受像機能付きデジタルカメラは、
静止画を撮影する機能、動画を撮影する機能、撮影した画像を自動または手動で補正する
機能、アンテナから様々な情報を取得する機能、撮影した画像、又はアンテナから取得し
た情報を保存する機能、撮影した画像、又はアンテナから取得した情報を表示部に表示す
る機能、等を有することができる。なお、図１４（Ｂ）に示すテレビ受像機能付きデジタ
ルカメラが有する機能はこれに限定されず、様々な機能を有することができる。
【０１２５】
図１４（Ｃ）はテレビ受像器であり、筐体９６３０、表示部９６３１、スピーカ９６３３
、操作キー９６３５、接続端子９６３６、等を有することができる。図１４（Ｃ）に示す
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テレビ受像機は、テレビ用電波を処理して画像信号に変換する機能、画像信号を処理して
表示に適した信号に変換する機能、画像信号のフレーム周波数を変換する機能、等を有す
ることができる。なお、図１４（Ｃ）に示すテレビ受像機が有する機能はこれに限定され
ず、様々な機能を有することができる。
【０１２６】
図１５（Ａ）はコンピュータであり、筐体９６３０、表示部９６３１、スピーカ９６３３
、操作キー９６３５、接続端子９６３６、ポインティングデバイス９６８１、外部接続ポ
ート９６８０等を有することができる。図１５（Ａ）に示すコンピュータは、様々な情報
（静止画、動画、テキスト画像など）を表示部に表示する機能、様々なソフトウェア（プ
ログラム）によって処理を制御する機能、無線通信又は有線通信などの通信機能、通信機
能を用いて様々なコンピュータネットワークに接続する機能、通信機能を用いて様々なデ
ータの送信又は受信を行う機能、等を有することができる。なお、図１５（Ａ）に示すコ
ンピュータが有する機能はこれに限定されず、様々な機能を有することができる。
【０１２７】
次に、図１５（Ｂ）は携帯電話であり、筐体９６３０、表示部９６３１、スピーカ９６３
３、操作キー９６３５、マイクロフォン９６３８、外部接続ポート９６８０等を有するこ
とができる。図１５（Ｂ）に示した携帯電話は、様々な情報（静止画、動画、テキスト画
像など）を表示する機能、カレンダー、日付又は時刻などを表示部に表示する機能、表示
部に表示した情報を操作又は編集する機能、様々なソフトウェア（プログラム）によって
処理を制御する機能、等を有することができる。なお、図１５（Ｂ）に示した携帯電話が
有する機能はこれに限定されず、様々な機能を有することができる。
【０１２８】
次に、図１５（Ｃ）は電子ペーパー（Ｅ－ｂｏｏｋともいう）であり、筐体９６３０、表
示部９６３１、操作キー９６３５等を有することができる。図１５（Ｃ）に示した電子ペ
ーパーは、様々な情報（静止画、動画、テキスト画像など）を表示する機能、カレンダー
、日付又は時刻などを表示部に表示する機能、表示部に表示した情報を操作又は編集する
機能、様々なソフトウェア（プログラム）によって処理を制御する機能、等を有すること
ができる。なお、図１５（Ｃ）に示した電子ペーパーが有する機能はこれに限定されず、
様々な機能を有することができる。
【０１２９】
本実施の形態において述べた電子機器は、上記実施の形態で説明した液晶表示装置を具備
することで、低消費電力化を図ることができる。
【０１３０】
本実施の形態は、他の実施の形態に記載した構成と適宜組み合わせて実施することが可能
である。
【符号の説明】
【０１３１】
Ｇｏｕｔ１　　選択信号
Ｇｏｕｔ２　　選択信号
Ｇｏｕｔ３　　選択信号
Ｓｏｕｔ１　　選択信号
Ｓｏｕｔ２　　選択信号
Ｓｏｕｔ３　　選択信号
Ｔ１　　期間
Ｔ１Ｒ　　期間
Ｔ２　　期間
Ｔ２Ｒ　　期間
１００　　液晶表示装置
１０１　　表示制御信号生成回路
１０２　　カウンター回路



(17) JP 2014-32396 A 2014.2.20

10

20

30

40

50

１０３　　表示パネル
１０４　　ゲート線駆動回路
１０５　　ソース線駆動回路
１０６　　画素部
１０７　　デジタル／アナログ変換回路
１０８　　画素
１０９　　ゲート線
１１０　　ソース線
２０１　　シフトレジスタ回路
２０２　　シフトレジスタ回路
２０３　　アナログスイッチ
２０４　　トランジスタ
２０５　　容量素子
２０６　　液晶素子
２１１　　画素
２１２　　画素
２１３　　画素
２２１　　画素
２２２　　画素
２２３　　画素
２３１　　画素
２３２　　画素
２３３　　画素
４００１　　基板
４００２　　画素部
４００３　　ソース線駆動回路
４００４　　ゲート線駆動回路
４００５　　シール材
４００６　　基板
４００８　　液晶層
４０１０　　トランジスタ
４０１１　　トランジスタ
４０１３　　液晶素子
４０１５　　接続端子電極
４０１６　　端子電極
４０１８　　ＦＰＣ
４０１９　　異方性導電膜
４０２０　　絶縁層
４０２１　　絶縁層
４０３０　　画素電極層
４０３１　　対向電極層
４０３２　　絶縁層
４０３３　　絶縁層
４０３５　　構造体
５８００　　液晶層
５８０１　　基板
５８０２　　基板
５８０５　　電極
５８０６　　電極
５８１０　　液晶層
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５８１１　　基板
５８１２　　基板
５８１５　　電極
５８１６　　電極
５８２０　　液晶層
５８２１　　基板
５８２２　　基板
５８２５　　電極
５８２６　　電極
５８２７　　突起物
５８２８　　突起物
５８５０　　液晶層
５８５１　　基板
５８５２　　基板
５８５５　　電極
５８５６　　電極
５８６０　　液晶層
５８６１　　基板
５８６２　　基板
５８６５　　電極
５８６６　　電極
５８６７　　絶縁膜
９６３０　　筐体
９６３１　　表示部
９６３３　　スピーカ
９６３５　　操作キー
９６３６　　接続端子
９６３８　　マイクロフォン
９６７２　　記録媒体読込部
９６７６　　シャッターボタン
９６７７　　受像部
９６８０　　外部接続ポート
９６８１　　ポインティングデバイス
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